
地方公会計と施設マネジメントの一体的推進（福島県古殿町）
背景・目的

取組内容

効果等

【作業スケジュール】
【取組イメージ】

○ 公会計と施設マネジメントを一体的に推進することで、公会計情報の施設マネジメントへの活用を図るとともに、
職員の負荷軽減等、効率的な施設マネジメントにつなげる。

○ 施設ごとに割り振った番号（施設コードを）使用し、固定資産台帳と公共施設等総合管理計画に記載されている
公共施設とを紐付け

○ 固定資産台帳を含む公会計情報を活用した個別施設計画の策定
○ 町の総合計画である「振興計画」に基づく事業別予算の導入と、事業別財務書類（施設情報を含む）を活用した
行政評価の導入

○ 事業別財務書類（施設情報を含む）を活用した個別施設計画の進捗管理
○ 公会計情報を活用した議会への提出資料の充実

○ 公会計情報を予算編成で活用することで、予算の「見える化」が図れる。
○ 振興計画、実施計画に記載した事業を対象に行政評価を実施することで、計画の着実な実施が図れる。
○ 固定資産台帳の精緻化、固定資産台帳更新の簡易化が図れる。
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